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村 　 上 　 敬 　 一・
1　は じめに
　本稿では、瀬戸内海東部、香川県東讃地域の英明高校(高 松市)と 県立
三本松高校(東 かがわ市)で 行なった方言調査か ら、 自分の方言に対する
評価、関西方言に対する評価 ・意識、標準語 ・共通語 と方言の使い分け意
識について報告する。
　両高校のある香川県東讃地域 は、瀬戸中央 自動車道(瀬 戸大橋)と 神戸
淡路鳴門自動車道の開通によって、海上交通網の再編 と、陸上交通網の整
備がすすんでいる。同時に、人やモノの移動手段 は多様化 し、市町合併に
よる生活 ・交流圏の再編 ・拡大 も進行中である。1988年の瀬戸大橋開通、
1998年の神戸淡路鳴門道の全通、2003年の高松自動車道全通によって、環
瀬戸内海高速ネットワークが形成され、関西 との結びつきも今後さらに強
まるものと予想される。東かがわ市の公式サイ トには 「明石海峡大橋が開
通 し、香川県の東の玄関として京阪神地域をも視野に入れた新 しいまちづ
くりが求められています。」 とあ り、 自治体 レベルでも、関西エ リアとの
人的 ・経済的交流の促進を視野に入れていることがうかがえる。
　 「橋」 は 「島」 という閉 じた世界を開いた世界に変え、地域社会に大 き
な変容を もたらす。 ことば も、例外ではない。言語形成期における生活基
盤の大 きな変化を経験 した高校生たちの言語意識に注目し、その一端を明
らかにしてみたい。
一59一
文林　四十二号
2　調査の概要
2-1　 調査の対象 ・実施
　英明高校を対象 とした方言調査は、2007年9月11日に面接形式で実施 し
た。県立三本松高校 には、夏季 に調査依頼のうえ、郵送アンケー ト形式で
調査を実施ののち、結果をお送 りいただいた。
2-2　 調査地域の概観
　英 明高校 のある高松市 は、四国の北東部、香川県 の ほぼ中央 に位置す る
県庁所在地 である。2005年に塩江 町 と、2006年には牟礼町 ・庵治町 ・香川
町 ・香南 町 ・国分寺 町の近隣5町 と合併 して、市域 は約375k㎡とな った。
人 口は2008年1月1日現在、418,557人。
　 北 は国立公園の瀬戸内海 に面 し、南 は讃 岐山脈 に連 な って いる。年 間を
通 して気温差 は小 さく,降 水量 の少 ない瀬戸 内式気候 である。 四国の玄関
口と しての地理 的優位性 を生か し,四 国の中枢管理都市 と して発展 して き
た。
　　　　　　　　　　図1　 高松市 ・東かがわ市の位置
　東 かがわ市 は、2003年4月に、 引田町 ・白鳥町 ・大内町の3町 が合併 し
て誕生 した。市域 は、約153k㎡、人 口 は2005年4月現在、36,347人。 高松
市 と徳 島市 の ほぼ中間 に位置 し、東南 は徳 島県鳴門市 に、西 はさぬ き市 に
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接 し、東北は播磨 灘を臨む。気候 は、比較的晴天の日が多 く、降水量の少
ない瀬戸内海式気候である。
3　自分の方言 に対する評価
　井上(2007)では、話 し手の持 っ方言への価値評価 と共通語使用能力を
基準 と して、方言 の社会的類型 を まとめて いる。 それ によ ると、現代 は方
言 と標準語 ・共通語 を両方使 える 「バ イ リンガル」 の時代であ るとされ る。
中身 のある話 も楽 しい話 も方言 を使 って表現 で きるので、方言 の価値評価
は 「プ ラス」 の時代であ る。
　 また陣内(2007)は、方言認識 ・方言評価 の変遷 を、 日本の経済社 会や
倫理、道徳観 の変容 と連動 して位置づ けた。 そ こで は、現代 の若者 におい
て方言評価が高 まる中で、方言使用が 「親 しさ」「楽 しさ」「緩 さ」 といっ
た人間関係 に対す る志 向性 と相 関関係 にあ ることを指摘 して いる。
　方言への価値評価 が高 まる現代 にお いて、香川県 の若年層 は自分の方言
に対 して どのよ うな イメー ジを もって いるのだろ うか。 図2は 「あなたの
使 っていることばにはどんなイメー ジがあ りますか」 とい う問 いに対す る、
記述式 ・無制限複数回答 の結果 をま とあた ものであ る。質 問には、回答例
と して 「美 しい」 「汚 い」 「丁寧」「荒 い」 をあ げてい る。 回答 は多岐 にわ
たるので、図 にはプラス評価、 マイナス評価、 中立 ・その他 にわけて示す。
3-1　 英明高校 の場合
　 プ ラス評価が11回答 あった。 プラス評価 には複数回答 された ものがな く、
すべて異 なってい る。
　 聞 き手 の違 いによ って、近づ いた り遠ざか った りす る話 し手 の配慮の こ
とを 「ポ ライ トネス」 とい う。学校 の友人 に代表 され る親 しい相手 との会
話 で は、方言 を交 えて積極的 に 「内(ウ チ)意 識」 「仲 間意識」 を表 明す
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ることが、 お互 いにとって心地 よい もの とな る。「ほのぼの としてい る」
「使 いやす い」「わか りやすい」 「やわ らか い」 「明 るい」 「な じみやすい」
「テ ンポがいい」 「面 白い」 とい った回答か らは、会話 を楽 しむための手段
と しての、方言使用の実態 を うかが うことがで きる。 ここでのプ ラス評価
の多 くは、 自分 自身の方言使用の実態か ら導 かれた もの と考え られよ う。
　 マイナス評価 も11回答 あ り 「荒 い」「田舎 っぽ い」が4回 答 ずっ、「通 じ
ない」「あいまいな表現が ある」 もあ った。
　 ことばの評価 につ いて は、 ことば 自体 に低評価 の原 因がある場合 と、そ
れを使 う人 に対 す る評価 が原 因 とな る場合 があ る。 「荒 い」 ことばつか い
は、 ほどよい心理 的距離 を志 向す る若者 には、不評 になることが考 え られ
る。「田舎 っぽい」「通 じない」が、 自分 たちよ りも上 の世代 の方言使用 に
対す る評価 であるとす れば、 ことばの評価 とい うよ りは、上 の世代 へのあ
る種 の違和感か らくるものか もしれない。
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図2　 自分の方言に対する評価
以下に具体的な回答を示す。回答の後の()は 回答数。
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【プ ラス評価】
ほのぼの と して いる、使 いやすい、 わか りやす い、丁寧、やわ らか い、
明 るい、 な じみやすい、 テ ンポが いい、面 白い、 きれい、地域 の特 徴が
出て いる(各1)
【マイナス評価】
荒 い(4)　 田舎 っぽい(4)　 通 じない、適 当、 あいまいな表現 があ
る(各1)
【その他】
お年寄 りが使 う(2)　 古 い、特 にない、強 い(各1)
3-2　 三本松高校の場合
　 プ ラス評価が15回答 あった。英明高校には1回 答 しかなか った 「面 白い」
が、6回 答 ある。 この ことは、対 友だち場面 で使用 され る方言が、集団語
的 な性格 を帯 びていて、お互 いの仲 間意識や親近感 を高 め るのに効果的 な
はた らきを担 っている ことを示 してい る。方言使用 によって、ふだんの会
話 も弾 む ということであ ろう。
　 「思 いが こもって いる」「ぬ くもりがあ る」 「和んだ感 じ」 とい った同答
には、方言 を交 えた会話 に、心地 よ さを感 じているさまを うかが うことが
で きる。 ここで もプ ラス評価の多 くは、 自分 自身の方言生活か ら導かれた
もの と推察 され る。
　 マイナス回答 は13回答で、英明高校 と同 じく 「荒 い」「田舎 っぽ い」「田
舎臭 い」 が上位 にある。今後 の課題 として、 このようなマイナス評価が、
ことば自体 に低評価 の原因があ るとす るな らば、具体的 にどのよ うな言語
形式がそれに相 当す るのかを考 えなければな らない。 それを使 う人に対す
る評価 が原因で あるとすれば、高校生 か らみ た中 ・高年層 の方言生活 にっ
いて、意見 を求 め る必要 があ る。
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　以下 に具体的 な回答 を示す。回答の後 の()は 回答数。
【プ ラス評価】
　お もしろい(6)　 美 しい、思 いが こもって いる、丁寧、 か っこいい、
　ぬ くもりがある、 いい、和んだ感 じ、 とて も好 き、かわい らしい(各1)
【マイナス評価】
　荒 い(6)　 田舎 っぽい、 田舎臭 い(4)　 都会で は使 いた くない、適
　当、ち ょっときつい(各1)
【その他】
　ふつ う(6)　 関西弁が入 っている(1)
4　関西方言 に対 する意識 と使用 の実態
4-1　 関西方言 に対す る意識
　関西方言 の受容、関西的 コ ミュニケー ションに対 す る志向 とその実態を
明 らかにす るために、筆者を含む研究 グループは、首都 圏、名古屋、大 阪、
広島、高知、福 岡の計6地 点で調査 を実施 し、結果を まとあた(陣 内編20
03)。そのなかに 「関西(大 阪)の ことばは好 きですか」 とい う質 問があ
る。結果 は、30代以下 で は関西 のことばに対 す る好感度 が55%から70%と
高 いもので あった。一方、40代以上 では、首都圏で23%と低か ったほか は、
おお よそ40%前後 であった(い ずれ も地元大阪をのぞ く)。
　 また、同調査 で 「日常生活 で関西方言 を使 いたいか」 とい う質 問を した
ところ、首都圏在住者177名にお ける主 な 「使 いたい理 由」 は、以下 のよ
うな ものであ った。()は 回答者数。
ノ リが いい(46)　楽 しくな る(38)　和 らぐ(19)
和 む(11)　格好いい(9)　 笑 いが取 れ る(9)
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　標準語 ・共通語の普及によって、人々はこれ らと方言を、状況に応 じて
使い分けられ るようになった。生活言語 としての絶対唯一の存在か ら、相
対化された言語的な選択肢のひとっに、方言は位置づけられる。
　標準語 ・共通語の普及は、効率的な言語生活に資する。それでもなお、
方言が使用されるのはなぜか。小林(1996)は、現代社会 における方言の
積極的な役割 として、以下のふたっをあげている。
　　① 相手の確認
　　同一地域社会に帰属する親 しい仲間同士であることの確認
　　② 発話態度の表明
　　その場の会話を気取 らない、 くだけたものに したいという意思表示
　同一地域社会に帰属する親 しい仲間同士であることを確認するには、改
めて言 うまで もな く、その」二地の方言を使 うのが有効である。若者世代に
おいて、そのことが自分の方言のよいイメージを支えていることは、先に
述べた。
　その場の会話を気取 らない、 くだけたものにす るためには、現代の若者
が持っ価値観のひとつである 「楽 しさ志向」が大 きく関わって くる。吉岡
(2005)では 「ふだんの会話では、楽 しく話すのと正 しく話すのではどち
らが大切か」 という質問に対する世代的推移について論 じている。結果は
10代で 「楽 しく話す」の回答が70%を超えており、あとは世代が上がるご
とに減少する。60代以上では、17.5%にすぎない。
　 ここで、調査結果をみてみる。
　両高校 とも、プラス評価 とマイナス評価の割合はおよそ7:3で 、 自分
の方言 に対する結果 と比べて、プラス評価の割合が高 くなっている。
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図3　 関西方言に対する評価
　標準語 ・共通語 の使用 は、会話 の改 まり度 を示 す指標 にな ると同時に、
堅苦 しさや窮屈 さをイメー ジさせ る。 ふだんの会話 で楽 しさを志向す るた
めには、 その土地 の方言が有効 である。 さ らに、会話 の楽 しさを盛 り上 げ
るものと して、関西方言が使用 されて いることを本調査結果 は示唆 してい
る。 「相手 に しゃべ りか けやすそ う、話 しやすそ う」 「お も しろい」「親 し
みやす い」「ノ リがいい」 「な じみやす い」 とい った関西方言 へのプ ラス評
価 は、お笑 い番組や トー ク番組 で見聞 きす る関西方言 か らくる もので あろ
う。関西方言 を通 じてテ レビか ら得 られ る楽 しさが、現代 の若者 が持っ コ
ミュニケー ションの楽 しさ志向 と連動 して、 よいイメージとして表れ た も
の と考 え られ る。
　 以下 に具体 的な回答を示 す。回答の後 の()は 回答数。
〈英明高校 〉
【プ ラス評価】
　 相手 に しゃべ りかけやすそ う、話 しやす そ う(4)　 お もしろい(3)
　 個性的(2)　 親 しみやすい(2)　 ノ リが いい(2)　 はっきりして
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いる(2)　 あ こがれ る、美 しい、楽 しい、かわい らしい、理解 しやす
い、 明 るい、 か っこいい(各1)
【マイナス評価】
きつ い(6)　 荒 い(2)　 下 品(1)
【その他】
テ ンポが速 い(4)　 はっきり言 う、強 そ う(各1)
〈三本松高校 〉
【プ ラス評価】
　お も しろい(6)
　ノ リが いい 　(2)
　たたかい(各1)
【マイナス評価】
荒 い(5)
【その他】
ふつ う(2)
明るい(3)　 親 しみやす い、親近感があ る(3)
いい(2)　 個性的、かわ いい、 な じみやす い、 あ
ぶ っき らぼ う、軽 い感 じで好 きになれ ない、少 し汚 い(各1)
　 次 に、 自分の方言 と関西方言 につ いて、「似 ている」 「似 ていない」 で判
断 して も らった ものが、図4で ある。
　 そ もそ も、 自分 の方言 と他 の方言 が似て いるか似て いないか を判断す る
とき、 どのよ うな基準 が考え られ るだろ うか。「体系 と しての方言の異同」
が基準 にな るとは考 え に くい。 「同 じ単語 を使 って い るか ど うか」 とか
「ある単 語の アクセ ン トが同 じか違 うか」 とか、方言 の中の一要素 を もっ
て判断 されるのが一般的であろ う。
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図4　 関西方言と讃岐方言は似ているか
　 「同じ方言かどうか」を判断するには、他方言 と何 らかの接触がなけれ
ばな らない。他方言との接触には、人的交流 による 「直接接触」 と、テレ
ビなどを通 じた 「間接接触」がある。村上(2005b)で論 じたように、関
西方言エ リアに隣接する地域の高校では、テ レビなどを介 した間接接触 と、
学友、友人を介 した直接接触の両方が、関西方言受容に関わ っている。香
川県 と関西 との交流の歴史、現況か らして 「間接接触」「直接接触」の両
者が、似ているか否かの判断材料 となるだろう。
　調査結果をみると、三本松高校では 「似ていない」 と 「似ている」の回
答比は、 およそ6:4で ある。一方の英明高校では、「似ている」が圧倒
的に多い。ひとつの理由は 「直接接触」の状況にあると思われる。
　私学である英明高校には、関西出身者 もみ られる。その生徒たちの言語
実態にもよるが、身近な学友の讃岐方言、関西方言の併用 という 「直接接
触」が、地元出身の生徒たちに讃岐方言 と関西方言の近 さを思わせ る可能
性が高い。
　 県立高校である三本松高校 には、関西出身の生徒 はほとんどいないであ
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ろう。 テ レビなどによる 「間接接触」のみでは、関西方言 との類似性を強
く感 じるには至 らないよ うであ る。 ただ し、 これ は英明高校 との相対 的な
違 いであ って、「間接接触」 のみで も 「似 て いる」 の回答 が40%ほどあ る
とい うの は、少な くない。
4-2　 関西方言の使用実態
　 関西方言への好感度が、実際の使用 にどの程度関係 す るのかを ここで は
みてい く。陣 内編(2003)によると 「つ っこみ」(なんでやねん)「文末表
現」(～やん、～ や)な どが、首都圏 の若年層 に取 り入れ られて いること
が わか る。香川 の高校生の実態 は、 どのよ うになっているだ ろ うか。 強調
表現 「め っちゃ」 「ごっつ」 の使用状況 にっいては、以下 の通 りである。
三本松
英明
11 鯉1繍 覇 翻2
　　　　　　　　　　　蟻
3 難騨 羅 難1
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翻 両方使う　　翻 めっちゃだけ
圏 ごっつだけ　口 両方使わない
図5　 「め っち ゃ」「ごっつ」 の使 用
　 「め っちゃ」 にっ いては、首都圏若年層 で も 「自分 で も言 う」 が約60%
あ り、若年層共通語 の様相を呈 している。香川県への浸透 には、 テ レビを
通 じた若年層共通語 と しての 「め っち ゃ」 もい くらかはあるだろ う。
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　次 に、1ア ホ」 と 「バ カ」 の どち らをいわれ たほ うが嫌 かをたずねた も
のが図6で あ る。「アホ」 は関西で、 「バ カ」 は関東 で主 に使用 され、 いず
れの地域で も日常化 していな いことばの方 が きっ く聞 こえ る、 とい う傾 向
がいわれてい る。 関西で は 「バカ」が、関東で は 「アホ」の ほうが いわれ
て嫌だ とい うことにな る。単な る使用の実態 をみ るだけで な く、運用意識
と表現効果につ いて も、 その一端 を うかが うことので きる調査項 目である。
三本松
英明
0
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1講灘 灘購
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璽 アホ 騒 バカ
図6　 「アホ」「バカ」どちらがいわれて嫌か
　高校別 の調査結果 は、反対 の結果 とな った。英明高校 で は 「アホ」 の方
が、三本松高校で は 「バ カ」 の方が きっ く感 じるとの回答 が多 い。語 と し
ての使用実態 はあるものの、その背景 にあ る運用意識や表現効果 まで は、
同時進行的 に伝播 しない とい うことで あろう。地域 と して、 あるいは仲間
内集 団 として、「アホ」 と 「バ カ」の使 い分 けのルールが固 まるか ど うか。
そ もそ もルールがで きるか どうか にっ いて は、 もう少 し様子 をみ る必要が
あ りそうで ある。
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5　標準語 ・共通語 と自分の方言の使い分け意識
　最後に、標準語 ・共通語 と自分の方言の使い分け意識にっいて場面 ごと
にみていく。具体的な設定場面 は、以下の4場 面である。
　　① 地元で、地元の人 と話すとき(地 ・地場面)
　　② 東京で、地元の人 と話すとき(東 ・地場面)
　　③ 地元で、共通語を話す人 と話すとき(地 ・共場面)
　　④　東京で、共通語を話す人 と話すとき(東 ・共場面)
　図8は 、高校 ごとに、場面別の使用意識を表 した ものである。4場 面 と
も、相対的に英明高校の方言使用が目立っが、中で も、③ 「地 ・共場面」
に、興味深い結果をみることができる。英明高校では 「方言を使 う」の回
答が多いのに対 して、三本松高校では 「共通語を話す」という回答が上回っ
ている。場面 と、聞き手 と話 し手の関係か ら使い分 けの基準をみたとき、
三本松高校は、聞き手 と話 し手の 「内 ・外」関係(聞 き手が地元の人間か
どうか)に よって、共通語 と方言が使い分けられる。英明高校は、場面、
聞き手 と話 し手の関係 とも 「外」(東京で ・共通語を話す人 と話す とき)
の場合にのみ、共通語の使用が方言の使用を上回る。
　 「外」つまり 「改まり」や 「ていねいさ」が多少なりとも意識されたと
きに、共通語を使お うとする意識が高 まるということであろう。方言 と共
通語の使い分け能力を身にっけた、現代の若い世代の言語的特徴をこの結
果は示 しているといえる。
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図7　 標準語 ・共通語と方言の使い分け意識
6　まとめ
　本稿では、香川県東讃地域における高校生の方言意識 にっいて、ふたっ
の高校の調査結果か ら概観 した。
　自分の方言に対するプラス評価は、 自分 自身の方言使用の実態か ら導か
れたものと考えられる。会話を楽 しむための手段 としての方言使用の実態
をうかがうことができる。一方のマイナス評価は、他者(主 に中 ・高年層)
の方言使用実態か ら導かれたと思われる回答がみられた。
　 ことばの評価にっいては、 ことば自体に低評価の原因がある場合と、そ
れを使 う人に対す る評価が原因 となる場合がある。 ことば自体に低評価の
原因があるとするならば、具体的にどのような言語形式がそれに相当する
のかを、今後明 らかにしていかなければならない。それを使 う人に対する
評価が原因であるとすれば、高校生か らみた中 ・高年層の方言生活を描 き
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出す必要があるだろう。
　関西方言への評価は、両高校 とも、プラス評価 とマイナス評価の割合は
およそ7:3で あった。ふだんの会話で楽 しさを志向するために、関西方
言が使用 されていることを示唆する結果である。プラス評価の要因は、お
笑 い番組や トーク番組の影響であろう。テレビからの関西方言を通 じて得
られる楽 しさが、現代の若者が持っコ ミュニケーションの楽 しさ志向と連
動 して、よいイメージとしてとらえ られている。
　 自分の方言 と関西方言 との類似性にっいては、三本松高校では 「似てい
ない」 と 「似ている」 の回答比はおよそ6:4で あるが、英明高校では、
「似ている」が多数を占める。私学である英明高校 には、関西出身者 もみ
られる。その生徒たちの言語実態にもよるが、身近な学友の讃岐方言、関
西方言の併用 という 「直接接触」が、地元出身の生徒たちに讃岐方言 と関
西方言の近さを思わせている可能性がある。県立高校である三本松高校 に
は、関西出身の生徒はほとんどいないであろう。テレビなどによる 「間接
接触」のみでは、関西方言 との類似性を強 く感 じるには至 らないようであ
る。ただ し、 これはあ くまで も英明高校との相対的な差異である。
　場面別に、 自分の方言 と共通語の使い分 け意識をみたとき 「地元で共通
語を話す人 と話す とき」の場面に特徴が現れた。場面 と、聞き手 と話 し手
の関係を使い分けの基準 としたとき、三本松高校は、聞き手との 「内 ・外」
関係が基準 となるが、英明高校は、聞き手 ・場面 とも 「外」(東京 ・共通
語話者)の 場合にのみ、共通語の使用が方言の使用を上回 った。「改まり」
や 「ていねいさ」が意識されたときに、共通語を使おうとする意識 も高 く
なるということであろう。方言 と共通語の使い分 け能力を身にっけた、 こ
の世代の言語的特徴の一端をみることができる。
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